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Ⅰ．プロジェクト研究 
 
1. ヒト化マウスプロジェクト 
ヒト化マウスプロジェクトは、当研究所で開発した重度免疫不全NOG (NOD/Shi-scid, IL-2RγKO ) 

マウスに、他マウス突然変異遺伝子やヒト遺伝子の導入を行うことによってその改良を行うこと、

およびそれらマウスを用いて従来困難であった点を克服するヒト化マウスモデルを作出するのが

目的で実施された。これら成果の一部は2009年の4月にオランダ・アムステルダムで開催された第2

回国際ヒト化マウスワークショップで発表された。本研究プロジェクトでの成果は大きく評価され、

ワークショップでの２演題が「Nature Immunology Prize」と「Young Investigator Award」を獲

得した。また、本ワークショップの話題はImmunologyの10月号に、オーガナーザーであるManz博士

と Di Santo 博 士によって「 Renaissance for mouse models of human hematopoiesis and 

immunobiology」として大きく取りあげられた。 

1) 新たな免疫不全マウスの作製と応用に関する研究 

本研究の目的は、再生治療モデルやヒト疾患モデルの作製のために、異種細胞・組織の生着、

分化、増殖が一層優れたレシーピエント（受容）マウスを作製することである。基本的には NOG

マウスへのヒト遺伝子導入や不活化遺伝子導入による改良を行っている。現在までに NOG マウス

または関連免疫不全マウスの 36 系統を企画し、作製を行ってきている。 

2) ヒト血液系細胞 in vivo モデルの作製 

ヒト血液幹細胞移植により血液・免疫系細胞を NOG マウスで高率に置換することに成功してい

る。ヒト CD34 陽性細胞移植により、マウス肝臓内にヒト由来の細胞が出現することは既に報告さ

れているが、その出現が細胞分化によるものか、あるいは細胞融合によるかは明確になっていな

い。当期は血液幹細胞としてヒト CD34 陽性細胞を次項で述べる肝傷害マウスに様々な条件で移植

を行い、ヒト肝細胞の出現有無を解析した。 

3）ヒト肝 in vivo モデルの作製 

ヒト肝細胞の置換研究に特化した NOG マウスの改良を進めた。肝傷害が自然に発症するウロキ

ナーゼタイププラスミノーゲンアクチベータ遺伝子導入 NOG マウス（uPA-NOG）はその遺伝子型が

ホモ型である必要がある。ホモ型雌性 uPA-NOG は妊娠経過に伴い浮腫を呈することがわかり、よ

り効率の良い uPA-NOG マウス生産方法を検討した。 

4) ヒト腫瘍 in vivo モデルの作製 

NK 活性を欠く NOG マウスを受容動物として用いると、従来に比べて遥かに少ない僅か 10 個の

ヒトがんの造腫瘍性検出が可能である。更にこのマウスでは定量的な微量肝転移モデルが作製で

きるので、これを用いて抗腫瘍薬物の転移抑制作用評価系を作製する。これまでに確立した多発

性骨髄腫モデル（U266）の骨転移を X 線解析と蛍光イメージングによる再評価を行った。蛍光イ

メージングで解析を行うため蛍光タンパク遺伝子を導入した細胞株を樹立し、予備的検討を実施

した。また、ヒト肝がん、膵がん、大腸がん細胞株に蛍光タンパク遺伝子を導入した細胞株の樹

立も行い、腫瘍の遠隔転移を迅速に検出し、定量的に評価する系の構築を進めている。 

 

2. 実験動物開発のための新技術プロジェクト 
1) 新たな遺伝子改変法の開発に関する研究 

従来困難であった ES 細胞の樹立のために、最近報告された 3i または 2i と呼ばれる分化抑制薬

1 
 



  
 

剤のうち 2i を使った培養系を用いて、Wister-Imamichi 系統ラットおよび NOG マウスの

Blastocyst から ES 細胞の樹立を行い、極めて効率よく未分化状態で維持できる ES 細胞を樹立で

きた。すなわち、ラットにおいては 16 胚盤胞から 9 ES 細胞株、NOG マウスでは 7胚盤胞から 6 ES

細胞株が樹立できた。それぞれの ES 細胞について維持方法を検討し、それら ES 細胞のうち形態、

増殖率や核型が良好な ES 細胞を 4倍体または 2倍体胚に移植し、キメラ動物の作出を試みた。そ

の結果、ラットでは一匹のキメラ動物を得ることができた。 

2) 環境保全のための遺伝子改変動物制御に関する研究 

遺伝子改変マウスが野外への逸走防止、および仮に逸走した場合でも環境の保全を担保する方

法論を検討するために行なっている。既にヒトと齧歯目動物に共通してみられる高プロラクチン

血症による繁殖不全を利用した遺伝子改変動物の野外での繁殖阻止系を樹立した。しかしながら、

繁殖生理に関わるこの手法は遺伝子改変動物自体の性質に影響を与えるために実験動物としては

不向きであることから、新たな方法として、配偶子の細胞融合に関わる izumo1 遺伝子を RNAi で

抑制することによる繁殖阻止系を検討した。 

3) 電磁場凍結を用いたほ乳類生体試料の新規保存方法の研究 

ほ乳類の細胞や組織および臓器を、電磁場を用いて生きたまま保存する方法の構築を目指す。

本年度は組織/臓器保存を視野にいれて検討を開始し、冷却温度および保存温度の検討をおこなっ

た。並行して冷却/保存を行う際の保存液の検討もおこなった。 

4) 実験動物リソースバンクの構築 

In vivo 実験に必要な動物の品質を管理するためには、胚・配偶子・ES 細胞等を用いた系統保
存や実験材料の作製に関する技術が極めて重要になる。そのため生殖細胞の採取、保存、個体復

元および提供に関する生殖工学技術の検討をおこなう。ラットおよびマウスを対象として、体外

受精、胚の体外培養、配偶子（精子/卵子保存）保存、ガラス化加温胚の低温輸送、保存した 4倍
体胚を用いた個体復元法、および生殖工学技術とスピードコンジェニック技術を併用したラット

の背景遺伝子の置換方法の検討をおこなった。 

5) 新規実験動物基盤技術の開発と応用に関する研究 

当研究所で培ってきた微生物統御、育種繁殖および飼育管理などの基盤技術を見直し、且つ新

しい飼育方式を取り入れることによって、実験動物学におけるこれら基盤技術をさらにレベルア

ップすると共に、新しい飼育システムを当研究所から提案できるような基盤研究を実施する。本

年度は、①昨年度に作製したマウスやラットの維持、系統化に適した大きさの中型ビニールアイ

ソレーターを用いて、マウスの繁殖性を調査した。その結果、従来の小型ビニールアイソレータ

ーや大型ビニールアイソレーターと比べても繁殖性に差はなく、飼育作業性も良好であることを

確認した。②ビニールアイソレーター内でマウスの保定、経口投与、腹腔・皮下投与などの動物

実験手技を確実に行うことができ、かつ動物への負担をできる限り軽減することを目的に手袋の

厚み 0.4mm、0.6mm、0.8mm の 3 種類を使って検討した。③無菌動物の動物実験系の開発と普及を

目指して、新しい無菌マウスの作出、無菌マウスの繁殖性を調査した。その結果、新しい無菌マ

ウスとして、胚移植と子宮切断術・里子法およびビニールアイソレーターを用いて、近交系BALB/cA、

C57BL/6J および遺伝子組替えマウス 2系統の計 4系統を作出した。 

 

3. マーモセットによるヒト疾患モデル研究・開発プロジェクト 
真猿類の高次機能と高い繁殖効率を持ち、実験用霊長類として実中研が 30 年来開発を進めてき

た小型霊長類コモンマーモセットについて、ヒト疾患モデル動物の作出ならびに遺伝子改変動物の
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開発、抗体、cDNA などの解析ツールの開発、運動機能、MR 画像、病理的解析ならびに生産動物の

規格化や動物への負担軽減法等に関し、多方面より総合的に検討するプロジェクトである。 

1）治療方法開発のためのモデル動物作出 

脳神経機能などの個体の高次機能を司る器官の疾患、心筋梗塞・脳梗塞などの重篤疾患お

よびアレルギー疾患のモデル動物を開発し、治療方法の検討を行っている。 

2) 生殖工学・遺伝子改変動物の開発と研究 

GFP 遺伝子導入マーモセットの作出について、論文報告を行った（Nature May 28 2009）。得ら

れたトランスジェニックマーモセット 5 匹のうち 4 匹が生殖細胞にも導入遺伝子が伝達している

ことが、RT-PCR 解析により明らかとなった。現在、6匹の F1 個体が得られており、GFP マーモセ

ットのライン化を目指した繁殖を行っている。 

3) 効率的な霊長類胚性幹細胞（ES）細胞の保存法の開発 

マーモセットでは生殖細胞系列に寄与する ES 細胞株は得られておらず、HAC（ヒト人工染色体）

保有マーモセット作出のためには、HAC を直接受精胚へ導入する方法が有効と考えられる。その

ために現在、実現可能な手段として前核期受精胚の前核に直接 HAC を導入する前核注入法、ある

いは未受精卵子に精子と一緒に HAC を導入する ICSI 法の 2つの方法を検討した結果、前核注入法

の方が胚盤胞への発生率が高い事を見出した。 

生殖系列キメラを作製できる ES 細胞を持たないマーモセットでは、標的遺伝子ノックイン・ノ

ックアウト動物の作出が困難である。そこで、生殖系列キメラの作製可能な幹細胞の作出を目指

して研究を行った。一般に生殖系列キメラを作出の可能性が考えられる幹細胞種は ES 細胞、iPS

細胞、EG 細胞、GS 細胞などがある。今期はマーモセット iPS 細胞の樹立法を検討した。 

4) 神経行動解析研究  

コモンマーモセットの MPTP 投与パーキンソン病モデルを用いて，前年度に引き続き，新規化

合物の薬効評価研究をおこなった．さらに，このような研究の基盤充実とパーキンソン病の病態

機序解明を目的として，当該マーモセット脳の生化学的ならびに神経学的 in vitro 特性把握を

行った．また， 当該脳について MRI による in vivo 解析を行った。 

5) 解析ツール開発ならびに生体情報の収集・整備 

マーモセットは真猿類としてげっ歯類に比べてヒトに近いゲノム塩基配列をもち、とくに高次

機能や代謝パターンがよりヒトに近いなどの優れた特性を有するが、実験動物として利用するた

めに必要な生体情報が充分得られておらず、機能の形態情報を得るための解析手段の開発が望ま

れており、以下の開発、生体情報の収集・整備を行った。 

 (1) ゲノム情報解析 

実中研、慶応大岡野研、理研ゲノムサイエンス榊研との共同研究で、高速シーケンサーを

用いて、マーモセットゲノム全配列の解読を終了した。また、同一個体のゲノムのBACライブ

ラリーの作製を行った。 

(2) 解析用抗体開発研究 

昨年度までに作製した CD34, CD117 両抗体について、性状解析をより詳細に行った。特に

造血幹細胞を識別するマーカーである可能性について焦点を絞り、これらの抗体が認識する

細胞群の多分化能解析を行った。 

(3) 形態情報整備 

高次認知機能、神経疾患病態の解明において動物に対し低侵襲の有力なツールとなる脳画

像統計解析法をマーモセットに展開する。本研究では、その基盤情報となる標準脳テンプレ
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ートの作成を実施している。標準脳テンプレートは、形態的個体差に対応する必要がある。

本年度は、最適化した高空間分解能 MRI を用いデータ収集を実施した。更に種特異的なテン

プレート解析のため、現在までに収集した脳形態画像を用いてマーモセット脳形態に特化し

たテンプレート解析法を検討した。 

6) 生産動物の規格化 

 a.集団遺伝学的特性把握等コロニーの規格化 

マーモセットはクローズドコロニーとして維持されている。この集団の遺伝的偏りが無い

ことを検証するためには、複数の多型を示す遺伝的マーカーの発現頻度をモニターする必要

がある。多型が見いだされたマイクロサテライトマーカーの調査によって我々が使用してい

るマーモセット集団がクローズドコロニーとして適切に維持されていることが確認された。 

b.微生物学的調査とモニタリング  

現在使用中のマーモセットはブリーダーの動物施設から購入された個体と自家繁殖個体

からのみで構成されている。昨年実施された日本クレアの動物繁殖施設で採取された血清サ

ンプルの抗体検査によって、Ｂウイルス、ＨＳＶ－１,ＳＩＶ、ＳＲＶ、ｓ－ＥＢＶ、ＳＶＶ、

フィロウイルス、ＳＴＬＶ、麻疹の抗体が陰性、糞便検査によって赤痢菌、サルモネラが陰

性であり、これら項目の汚染が無いことが確認されている。 

しかし、現在のマーモセットコロニーでは下痢が散見されるという問題を抱えている。こ

れまでの疫学的・微生物学的検索では特定病原体の感染である証拠は得られず、複数の要因

の複合的関与が推察されており、原因究明を継続している。 

 

4. プリオン病モデルの開発と応用プロジェクト 
本研究は、感染性痴呆の原因である異常プリオンの感染性を短期間で評価できるバイオアッセイ

システムの確立ならびにそのシステムを用いた試験の適用を目的に実施された。これまでにノック

イン（KI）マウス５系統、トランスジェニック（Tg）マウス 11 系統、さらにKIとTgを交配したKI・

Tgマウス７系統のヒトおよびウシ型プリオン感受性マウスを作出し、順次感受性試験を行ってきた。

感受性試験は、段階希釈したプリオン感染脳材料（×10-1～×10-8）の腹腔内投与 75 日後の脾臓濾

胞樹状細胞での異常プリオン蛋白質の沈着を指標にする方法と、脳内投与による発症までの潜伏期

間を測定する方法で検討した。その結果、脾臓でのプリオン沈着は脳に先行して起こり、同等の感

染性が確認された。また、現在までの感染実験の結果、ウシ型プリオンKIマウスはvCJDに対して、

ヒト型プリオンKIマウスよりも感受性が高いことが明らかとなった。 

感受性試験と併行して、プリオン感染脳材料の収集・作製を行った。ヒト・CJD プリオン７株と

ウシ・BSE プリオン３株のマウス感染脳材料を入手し、それら材料をプリオン感受性マウスに脳内

投与し、標準株の作製を行ってきた。これまでに sCJD 約 300 匹分、vCJD 150 匹分、BSE 140 匹分、

その他プリオン 80 匹分のマウス感染脳材料を保存できた。 

 

5. 実験動物のフェノタイプ解析プロジェクト 
日本クレア㈱技術部の協力を得て実施した基礎的データ収集のための NOG マウスの長期飼育実
験は、体重、血液生化学データ等および主要臓器の病理材料収集は昨年度終了した。今年度は、そ

れら材料の解析を行った。 
 

6. 先端的実験動物研究手法樹立プロジェクト 
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1) 実験動物の分子病理解析プロジェクト 

当研究所にて確立した疾患モデル・病態モデルについてパラフィン標本の組織アレイ作製の確

立を目指す。病因は異なるが病態が類似するモデル動物についてはタンパク発現の網羅的解析を

行った。そのためヒト組織およびマウス組織に特異的な抗体について数種類の抗体の確認を行っ

た。 

2) 実験動物の画像解析プロジェクト 

実験動物の解析に特化した MRI 解析技術の開発として、脳機能情報を取得する functional 

MRI(f-MRI)や代謝情報を取得する MR spectroscopy (MRS)の構築を実施している。本年度は、現

有の MRI 装置に高次 shim システムを導入し、マーモセット脳内の代謝物評価が可能となった。今

後、代謝物評価の定量化とその分布のマッピング法の確立を目指す。 

3) 多型解析による研究用動物・細胞の遺伝モニタリング 

当期はマイクロサテライトマーカーを PCR 及びキャピラリー電気泳動法で分析する手法を用い

て、マ－カーアシステッドセレクションプロトコール (MASP) 法によるスピードコンジェニック

法を実施した。遺伝子改変マウスの遺伝背景を主要な近交系マウス C57BL/6J, BALB/c, NOD, 129

系統間で自在に置換できるようなマーカーセットを用意し、高速ジェノタイピングと組み合わせ

ることで短期間にコンジェニックマウスを獲得することができた。また、ヒトマイクロサテライ

トマーカーを用いた高速ジェノタイピングにより、培養中のヒト人工多能性幹細胞とマウスに移

植し形成させた腫瘍塊の同一性検証に応用した。 
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Ⅱ．研究部門 
 

Ａ．実験動物研究部 

 
1．飼育技術研究室 

1) モデル動物作製システムの開発改良 

(1) 糖尿病モデルマウスの系統育成 

2) ノトバイオート(ビニールアイソレーター)技術の開発改良 

(1) ビニールアイソレーターの改良 

(2) ビニールアイソレーター用手袋の改良 

(3) 無菌マウスの作出と繁殖性の検討 

 

2. 動物医学研究室 

プロジェクト研究としてプリオン病のバイオアッセイシステム実用化の検討を行った。開発した

マウスについて感染実験によるプリオン感受性試験を実施した。本年度は感受性試験と併行して、

プリオン感染脳材料の収集・作製を行った。 
 

3. 遺伝モニタリング研究室 

1) 核型検査のための M-FISH の検討 

マウスES細胞の核型検査に関し、バンディング法による旧来法の充実化、および画像処
理システム（M-FISH）の検討を行った。 
 

4. 実験動物遺伝育種研究室 

コモンマーモセットや Wistar:Hanover ラットなどクローズドコロニー動物の遺伝的品質管理に

関する研究を行った。 

 

5. 免疫研究室 

1) 改良重度免疫不全 NOG マウスの有用性の検討 

「ヒト化マウスプロジェクト 1）新たな免疫不全マウスの作製と応用」に関する研究を実施

した。 

2) 異種細胞高生着性 NOG マウスの高生着性に関する基礎的研究 

NOG マウスを使った新たな GVHD モデルを作出し、報告した（Ito, R. et al, Transplantaion, 

87, 1654, 2009）。 

 

6. 遺伝子改変研究室 

「実験動物開発の新技術プロジェクトの 1) 新たな遺伝子改変法の開発に関する研究」および「2）

遺伝子改変動物の野外での繁殖阻止に関する研究」を実施した。 

 

7. 生殖工学研究室  

ほ乳類の生殖細胞および培養細胞の収集・保存・個体復元・提供に関する検討をおこなった。ま
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た、マウスやラットの生殖工学技術を使用したスピードコンジェニック法や、遺伝子組換え動物の

作製方法と周辺機器の開発をおこなった。 

1) ほ乳類生体試料の新しい保存方法の開発 

電磁場を用いたほ乳類の生きた細胞、組織、臓器の保存法を検討する。本年度はマウスの臓器

を長期間保存する検討をおこなった。 

2) 生殖工学基盤技術の開発改良 

複数の実験動物種の胚、配偶子の生殖細胞および ES 細胞を対象として、以下の検討をおこなっ

た。 

(1) CIEA method で保存したマウス 4倍体胚をホスト胚にした、ES 細胞からの個体復元の検討

をおこなった。保存した４倍体胚を使用した胎子発生は、新鮮胚と比べても良好な結果と

なった。 

(2) ガラス化加温胚の低温輸送の検討を行った。 

(3) 生殖工学事業室と連携してヒト疾患モデル動物の国際的保存供給センターのインフラ整備

を行った。 

3) 遺伝子組換え動物の作製と系統育成に関する新技術の検討 

(1)相同組換えをおこなった C57BL/6J マウス胚由来の ES 細胞からの個体復元を試みた。 

(2) ラットのバッククロスの方法として、スピードコンジェニック法と生殖工学技術を組み合

わせて、短時間で背景遺伝子を置換する方法を検討した。 

(3)これまで手動で行っている高度なマイクロマニュピレーターの操作技術を、機器を自動化し

て簡便化する検討を行った。 

 

 

Ｂ. マーモセット研究部 

マーモセット研究部は疾患モデル研究室と応用発生生物研究室の２つの研究室から成っており、

連携をとりながら運営されている。前者はマーモセットの適切なケアを担当するとともに、ヒト疾

患モデルマーモセットを用いた治療法の開発・検討を分担した。後者は遺伝子改変マーモセット作

出など発生・生殖工学関連技術の確立ならびにマーモセットに使える各種抗体など解析手段の充実

を図り、実験動物としての有用性を高めることを目的とした。 

 

1．疾患モデル研究室 

1) コモンマーモセットの実験手技に関する検討 

ヒト疾患モデルマーモセットの MRI 撮像における麻酔処置を検討した。イソフルランの吸入麻酔

では一定の麻酔深度を確保することが困難で、撮像中に動物が動くことがあり、より一定の麻酔

深度を確保すべく、プロフォポールによる静脈麻酔の検討を行った。 

2) マーモセット飼育環境の改良 

実験動物としてのサル類の Refinement への取り組みは重要であり、環境エンリッチメントの導

入や行動解析に基づく動物アメニティ評価などを取り入れた飼育方法の改良を検討する。新たな

飼育ケージの開発に取り組むとともに、「コモンマーモセットの飼育ならびに実験に関する基準」

を見直し、これを SOP として取り纏めた。 

3) 生物材料の提供などのサービスの実施 

動物資源の有効活用を目的として、各種生体材料（血液その他）の採取、提供を継続した。提
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供に当たっては「マーモセット生体材料分与に関する同意書」と実験計画書によって、適正な配

布に努めた。動物飼育や実験手技の技術指導として国内外４機関から研修生を受け入れた。 

4) 疾患モデルマーモセットを用いた薬効評価の試験の実施 

MPTP 投与によって作出されたパーキンソン病モデルマーモセットを用いた薬効評価試験を実

施し、また、本パーキンソン病モデルマーモセットを用いた認知機能への影響を検討した。 

 

2．応用発生生物研究室 

マーモセットにおける採卵、移植などの発生工学技術の低侵襲化の検討を行った。レシピエント

マーモセットへ非観血的に胚を移植する方法の確立を行った。 

 
Ｃ. バイオメディカル研究部 

 

1. 腫瘍資源研究室 

「ヒト化マウスプロジェクト」などの主要研究課題のうち、がんに関する研究を行った。NOG
マウスモデルによるヒト肝臓がんのオーソトピックモデルの開発を行った。 
 

2. 分子解析研究室 

1) Hu-liver mouse の作製 

免疫不全NOGマウスを基盤とした２種類の肝傷害モデル、a) 誘導型肝傷害モデルTgマウス、
2) 肝傷害自然発症 uPA-NOGマウスを作製した。uPA-NOGマウスモデルでは、移植後３０週
齢を経過してもヒトアルブミンが宿主マウスの血液中に高濃度で存在することから、長期にわた

り生着したヒト肝臓細胞が維持できることが明らかとなった。 

2) マイクロサテライトマーカーによる遺伝子多型解析 

マーモセット個体やマウス系統の分類に有用なマイクロサテライトマーカー解析をキャピラリ

ー電気泳動法で実施した。当期は NOD, C57BL/6, 129系統の他、BALB/c, での判別も可能とす
るため、約２０種のマーカーセットを追加し、インフォマティブマーカーの検索を実施した。ま

た、IQI, C57BL/10などでの従来マーカーの汎用性を調べるため、これまでに作製したマーカー
により解析を行った。 

3) PCR による遺伝子検査法の開発・改良 

複数の導入遺伝子をもつ遺伝子改変マウスの遺伝子判定を従来のゲル電気泳動法から蛍光プラ

イマー・キャピラリー電気泳動法に変更可能かの検討を行った。また、遺伝子導入マウスのヘミ・

ホモ型判定のための導入遺伝子クローニングを実施した。遺伝子コピー数を定量する PCR法を
確立し、表現型解析との比較を実施した。 
4) トランスジェニック動物の導入遺伝子安定性に関する研究 

短期発がん rasH2トランスジェニックマウスについて、サザンブロット法に代わる導入遺伝子
安定性試験法の開発を行った。 
 

Ｄ. 病理病態研究部 

 
1. 画像解析研究室 
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本研究室は、平成 16 年 3 月に設置された小動物用超高磁場磁気共鳴画像装置（以下、MRI）の適

正な運用・管理、および本装置を利用した種々実験の実施を主な事業とする。本年度は MRI システ

ムのグレードアップにより、Biospec 7T としての稼働が始まり、種々の動物実験を実施した。 

1) 神経微細構造の定量評価を目的とした形態的画像解析 

生体内制限拡散現象から髄鞘特異的な情報を抽出・可視化するために q-space imaging（QSI）

を開発した。本手法はこれまで非侵襲的に捕らえることが困難であった髄鞘分布を MRI により観

察することが可能である。 

2) 神経病態モデルにおける機能・代謝障害の画像解析 

神経変性モデルを対象に MR 画像評価を実施すべく、機能・代謝障害の可視化法として

functional MRI や MR スペクトロスコピーの確立を目指している。その実現に向け、脳機能計測

時の麻酔管理、専用保持台、刺激法や機能計測法・解析法の検討を行った。これらの検討により

高い再現性を持って脳機能分布を可視化することに成功した。 

 

2. 分子形態研究室 

1) 免疫組織化学システム 

自動免疫染色装置の導入に伴い、安定した染色結果を得ると同時に作業効率が向上した。これ

より、実験動物における研究分野での有用性・実用性、マウス組織・コモンマーモセット組織の

免疫染色自動化への実用化への進捗が見られた。とくに、ヒトに対する抗体を用いてコモンマー

モセット組織での交差反応性の検証を行った。 

2) In situ Hybridization システム 

組織標本からレーザーキャプチャーマイクロダイセクションにより目的の細胞のみを採取し、

それからDNAを抽出する解析方法を確立した。 

 

3. ヒト化動物研究室 

慶應義塾大学医学部との連携のもと、主に NOG マウスを用いたヒトがん細胞転移モデルにおける

癌の進展の分子代謝学的特性を明らかにして新たな制癌治療戦略の開発につながる研究活動を展

開した。微小環境ストレスががんの進展にもたらす影響を、培養細胞系とその移入による生体内モ

デルとの組み合わせにより検討した。 
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Ⅲ．研究事業部門 
 

Ａ．試験サービス事業部 

 
1. ICLAS モニタリングセンター/モニタリング事業室 

ICLAS モニタリングセンターの目的は、実験動物の微生物・遺伝モニタリングを通して国際的に

実験動物の品質の向上および動物福祉に寄与しようとするものである。センターの主たる業務内容

は、依頼検査の実施、検査技術の開発・改良ならびに品質管理の重要性の普及である。海外活動と

して、タイ国立実験動物センターと韓国科学技術院に ICLAS モニタリングサブセンターがあり、こ

れらサブセンターにモニタリングキットなど標準物質の分与や研修生の受け入れなどを含む支援

も行っている。以下に平成 21 年度の活動を報告する。 

[微生物モニタリング]  

1) 微生物検査の実施  

大学等研究機関、製薬企業等あるいは生産業者が維持している動物について微生物モニタリン

グを実施した。表 1・2に示したごとく、前年度とほぼ同数の微生物モニタリング依頼があった。

依頼数はマウス、ラットを中心に 6,202 件、45,782 検体であった。わが国の実験動物施設から検

出される微生物はここ数年大きな変化はなく、細菌では、P. pneumotropica, H.hepticus, ウィ
ルスでは MHV、寄生虫では消化管内原虫が依然高い検出率を示している。しかしながら、2009 年

度より項目に加えた murine norovirus の検出率が大学を中心とするマウス施設において突出して
いたことや、一部のラット施設において C. kutscheri が検出されたことが、今期の特徴であった。 
2) モニタリングの普及活動 

モニタリングの普及活動としての標準物質の供給を行った（表 3参照）。モニライザ 6種類を計

844 機関、5,045 キット頒布した。また(社)日本実験動物協会斡旋事業に協力し、補体結合反応

(Tyz)および凝集反応用試薬(Sal)を計 31 機関、575 本を頒布した。 

また ICLAS モニタリングサブセンターや国内共同研究機関への標準物質の頒布を行った。 

3) 感染病検査技術の開発・改良 

a.人獣共通感染症診断システムの確立 

イヌのエキノコックス診断用簡易キットの確認診断体制として、ELISA、PCR および虫卵検

査法による二次検査体制を確立し、検査受託を継続した。また本検査普及のため、北海道エ

キノコックス対策協議会において、検査システムの説明を行った。 

b.新たな抗体検査システムの検討 

新たな抗体検査システム「ルミネックス」に関し、Hantavirus, LCM virus, MHV, M.pulmonis, 

Tyzzer 菌, Sendai virus などマウス・ラットの主な病原体検査のための抗原作成し、野外材

料の一部との反応性を確認した。引き続き、次年度も反応性を確認し、2011 年度には実際の

検査に適用する予定である。 

c.電流型 DNA チップによる感染症検査システムの確立 

Helicobacter用DNAチップ1枚で、他検体の検査が可能なチップを開発し、野外材料との反

応性を確認した。。 

ｄ.LCMV抗体検査のためのELISAの確立 

ホルマリン不活化ウィルスを抗原として用いた、LCMVのELISAによる抗体検査系を長崎大学
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の協力を得て確立した。野外材料を用いた間接蛍光抗体法との感度、特異性の検討を実施し

た。 

e.腸内フローラモニタリングの確立 

マウス消化管内正常細菌叢モニタリングシステム確立のために、従来の培養法に加え遺伝

子診断法である Terminal Restriction Fragment Length Polymorphism (T-RFLP) 法導入の

基礎的検討を行った。マウス糞便からのクローンライブラリー法を実施し、一部 16S rDNA シ

ークエンスを得ることが出来た。 

f.マーモセットの品質管理体制の確立 

モニタリングの対象動物にマーモセットを加え微生物品質管理システムの充実を図った。

マーモセットへの病理学的なアプローチに加え、マーモセットの腸内フローラと下痢の関連

性を明らかにするための基礎データの収集を行った。 

g.検査項目の充実ならびに ELISA や PCR システムの拡充 

ネズミコリネ菌の PCR による検査法を確立した。 

4) 広報活動（教育、情報収集） 

a.微生物モニタリングに関する下記の研修会および講演を行った。 
・研修会 
① （社）日本実験動物協会「感染症予防・診断講習会」(7月、川崎) 
② 実技協関東支部講習会「微生物クリーニング実技研修会」(９月、相模原) 

・講演 
① 実験動物カンファレンスにて講演(４月、東京) 
② 第５６回日本実験動物学会総会にて講演(5月、大宮)  
③ 東大農学部にて講義および実習(６月、東京) 
④ 慶応義塾大学医学部大学院にて講義(６月、東京) 
⑤ 東京実験動物研究会にて講演(６月、東京) 
⑥ 麻布大学獣医学部にて講義(６月、相模原) 
⑦ BioExpo2009にて講演(７月、東京) 
⑪ (社)日動協高度技術者研修会にて講義(９月、白河) 
⑫ 大鵬薬品工業㈱にて講演(１０月、飯能) 
⑬ 第４３回日本実験動物技術者協会総会にて講演(１０月、新潟) 
⑭ 東大農学部にて講義および実習(１０月、東京) 
⑮ 東京都老人病研究所にて講演(1月、東京) 

b.第 60会 AALAS総会のパネルディスカッションにおいて、わが国の実験動物施設における微
生物汚染の現状を報告した。 

c.韓国の ICLASモニタリングサブセンターとの技術交流、技術指導および意見交換を行った。 
d.国内から 4名の研修生を受け入れた。 
e.生産業者や研究機関等から検査用に送付された実験動物の血清を保存した“血清バンク”を
継続した。 
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表 1  受託検査依頼先別内訳（前年同期実績、対増減率） 

依頼先 依頼件数 検体数 

所  外  

    ブリーダー 

製薬他  

大学・研究所 

がん特定  

日動協 

小 計 

 

1,188 

1,735 

2,454 

327 

26 

5,730 

 

(1,570, 24.3%↓) 

(1,348, 28.7%↑)

( 2,289, 7.2%↑) 

(334, 2.1%↓)

(27,  3.7%↓)

(5,568, 2.9%↑) 

10,032

10,221

17,979

4,861

215

43,308 

（011,184, 10.3%↓）

（07,316, 39.7%↑）

（17,146, 04.9%↑）

（05,223,  6.9%↓）

（06,259, 17.0%↓）

（41,128, 05.3%↑）

所 内      0,472  (2,328, 43.9%↑) 02,474  （04,794, 48.4%↓） 

合  計 06,202 （5,896, 005.2%↑) 45,782  （45,922, 03.0%↓） 

             

 

表 2  受託検査検体内容別内訳（対前年同期増減率） 

動物種他 動 物 血 清 糞 便 フキトリ その他 合 計 

マウス 20,543 9,223 480 0 878 31,124 (1.4%↓)

ラット 3,646 1,982 66 0 58 5,751 (11.4%↑)

ハムスター 65 26 0 0 0 91 (7.1%↓)

モルモット 157 67 0 42 0 266 (7.73%↑)

ウサギ 216 360 14 69 12 671 (54.6%↑)

サル類 23 0 482 30 87 622 (64.1%↑)

その他 12 24 0 0 28 64 (146.2%↑)

細胞・培地     7,193 7,193 (10.4%↓)

合 計 24,662 

(4.9%↑) 

1,681 

(9.2%↑) 

1,042 

(64.7%↓)

141 

541.0%↑) 

8,256 

(5.5%↓) 

45,782 

(0.3%↓) 

注）マウス・ラット等のその他は臓器等 

 

 

表 3 標準物質の供給および収集  

① モニライザの頒布数および施設数（前年同期実績）     

ⅣA HVJ MHV Myco Tyz Hanta 合  計 施設数 

2,382 620 624 598 630 356 5,210 844 

(2,314) (605) (598) (586) (600) (343) (5,046) (789) 

       

           

② 「日動協検査材料斡旋事業｣抗原･抗血清の供給数および施設数（前年同期実績） 

Tyz 抗原 対照抗原 抗血清 Sal 抗原 抗血清 合 計 施設数 

263    17    48    166   81    575    31 

(333)   (20)   (47)   (186)    (73)   (659)    (28) 
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 [遺伝モニタリング]  

1) 遺伝的モニタリングや遺伝検査の受託業務  

外部研究機関、製薬会社および動物生産業者からの依頼を受け、計191機関、1,744検
体の遺伝的モニタリングを実施した（表1，2）。 
2) 検査技術の開発・改良 

a.所内で作出・維持されている遺伝子改変動物の遺伝モニタリング結果を解析し、改
変遺伝子の経世代的安定性を確認した。 

b.マウスES細胞の核型検査に関し、バンディング法による旧来法の充実し、また画像
処理システム（M-FISH）の検討を行った。 

c.マーモセットESおよびiPS細胞の品質管理のための核型検査を行った。 
 
3) 広報活動  

a.遺伝的モニタリング用電気泳動装置を頒布した。 
b.実験動物の遺伝的プロファイルデータベースの作成を継続し、遺伝モニタリングの
普及に努めた。 

c.実験動物の遺伝的モニタリング検査法に関する教育・啓蒙活動を実施した。 
d.韓国ICLASモニタリングサブセンターとの技術指導、情報交換を行った。 
 

 

表 4  受託検査依頼先別内訳（前年同期実績） 

依頼先 依頼件数 検体数 

ブリーダー 

製薬・他 

大学・研究所 

71  (48) ↑ 

39  (53) ↓ 

63  (62) ↑ 

960  (586)↑ 

291  (378)↓ 

419  (373)↑ 

所  内 18  (19) ↓ 74   (65)↑ 

合  計 191 (182) ↑ 1,744 (1,402)↑ 

 

 

表 5  受託検査内容別内訳（前年度実績） 

 依頼件数 検体数 

近交系・クローズドコロニーのモニタリング 75  (56)↑ 957  (704)↑ 

コンジェニックマウスの遺伝背景検査 59  (57)↑ 587  (481)↑ 

染色体の核型検査 25  (30)↓ 121   (87)↑ 

ES 細胞の染色体数検査 25  (31)↓ 65  (100)↓ 

FISH 法による導入遺伝子部位検査 6   (7)↓ 10   (21)↑ 

その他（間期核 FISH) 1   (2)↑ 4    (9)↓ 

合  計 191 (102)↓ 1,744(1,407)↑ 

 

 

13 
 



  
 

2. 動物試験事業室 

1) 受託試験および腫瘍株の品質管理および分与 

a.「ヒト悪性腫瘍／免疫不全動物系を用いた抗がん剤スクリーニング試験」、｢免疫不全動物(特

に NOG マウス) ／ヒト細胞キメラ試験系を用いた薬効試験｣および「rasH2 マウスを用いた短。

期がん原性試験」などの試験方法を開発し、一部ユーザーからの受託に応じた。 

2) 検査技術の開発・改良 

a.ヒト腫瘍株の管理業務に関し、在庫アンプルの補充等の整備を実施した。 

b.日本クレア産および米国Taconic社産rasH2マウスの発がん感受性簡易モニタリングを実施

した。その結果、両コロニーの発がん感受性は同等でありかつ従前の発がん感受性を維持さ

れていることが判明した。また、将来のモニタリング簡略化を視野に入れ、より短期間での

モニタリングの可否を予備的に検討するために、MNU 投与後 13 週での前胃乳頭腫の発生率を

検討したところ、従来の 26 週後の発生率と差がないことが明らかになり、発がんモニタリン

グ簡略化の可能性が示唆された。 

 

Ｂ．動物資源管理部 

 
1. 資源管理事業室 

a.昨年 3月に見直しされた出荷手順書を元に、新たに 7名の教育訓練をおこなった。 

b.スンクスの系統育成をおこなった。催吐剤(ベラトリンサルフェート)に対する嘔吐反応を指

標として、嘔吐感受性の異なる系統の育成を進めた。嘔吐反応による選抜育成は 21 世代に達

し、各系統の種親選抜を兼ねた嘔吐発症率は Jic:SUN-Her 16 回検査では 95.1%(312/328)、

Jic:SUN-Ler の 6 回検査で 0%(0/89)の発症率で両系統とも安定した発症率であった。 

 

2. 維持生産管理室 

1) モデル動物作製システムの開発改良 

a.ヒト化マウスプロジェクトにおいて作出される改良型 NOG マウスのための育成、繁殖法の検

討の一環として、NOG/Jic-Tg(Alb-HSVtk)7-2 および NOG/Jic-Tg(Alb-uPA)11-4 の繁殖方法の

検討を行った。 

b.マウスの系統育成の一環として、BALB-dKO に nu 遺伝子を導入することを開始した。すでに

BALB-dKO-nu/+は完成し、自然交配による BALB-dKO-nu/nu の作製を開始している。また本系

統の効率的な繁殖方法を検討するために、繁殖基礎データの収集をおこなっている。 

筋ジストロフィーモデル動物の系統育成の一環として、mdx 遺伝子を C57BL/6J と NOD/Shi

に組み込む作業をおこなっている。両系統共にバッククロスの世代が進み、一部はスピード

コンジェニック法による背景遺伝子検査をおこなった。 

導入遺伝子解析や腸内フローラ解析を組み合わせた品質統御システムの構築を進めた。重

度免疫不全動物（特に NOG マウス）における定着細菌叢のモニタリングを実施した。 

c.外部研究機関へのマウスの系統分与ならびに動物実験用個体の供給をおこなった。自然交配

および胚移植により作製した SPF グレードのマウスを、大学 47 校 13 系統 5,771 匹、研究所

12 機関 8 系統 2,175 匹、企業 12 社 8 系統 3,416 匹、合計 71 機関 11,362 匹を供給した。無

菌動物としてはマウスを大学 10 校 3 系統 133 匹、研究所 2機関 2系統 16 匹、企業 3社 1 系

統 32 匹、合計 15 機関 181 匹を供給した。 
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系統動物の微生物的清浄化として、生殖工学技術と子宮切断術・里子法を組み合わせた微

生物クリーニングをおこなった。マウスでは、大学 14 校へ 33 系統 937 匹、研究所 3 機関へ

6 系統 109 匹、製薬 5 機関へ 5 系統 125 匹、合計 22 機関 44 系統 1,171 匹のクリーニング完

了動物を供給した。ラットは 1 機関の依頼により 1 系統 7 匹のクリーニング完了動物を供給

した。 

d.中型アイソレーターを使用したマウスの飼育繁殖を検討した。飼育繁殖には比較的繁殖性の

良い PVR21 マウスを使用した。繁殖性は良好で既存の標準型（小型）アイソレーターに準ず

る結果となった。 

2) 教育研修 

系統動物の維持および繁殖技術に関わる教育研修を行った。 

 

3．生殖工学事業室 

a.実験動物の系統維持と個体生産および実験材料の一部を、保存胚を用いた供給システムに置

き換えるため、所内で育成しているマウスを対象として 77 系統、37,353 個の胚を保存した。

マウスで 12 系統、12,044 個、ラットで 3系統、638 個を保存した。電気融合により 4倍体に

したマウス 1 系統、1,298 個の保存もおこなった。所外を対象としてマウス胚の超低温保存

サービスを実施し、大学寄託 26 系統 5,908 個、研究機関寄託 27 系統 5,178 個、企業寄託 7

系統 3,834 個、合計 60 系統 14,920 個の胚を保存した。またラットは、大学 5系統 762 個、

企業 1系統 110 個、合計 6系統から 872 個の胚を採取し、保存をおこなった。 

b.動物個体の供給のために、78 系統 4,834 匹のマウス産子を生殖工学技術で作製した。全ての

産子はビニールアイソレーターを用いた子宮切断法により帝王切開した後に、SPF グレード

里親に哺育させ、生後 6週齢から供給した。 

保存胚でのマウス系統分与をおこなうため、国内の 8 機関に、遺伝子改変 22 系統 4,047

個、近交系 2 系統 540 個の 2 細胞期胚を、海外で 2 機関に遺伝子改変 5 系統 1,520 個を超

低温保存して供給した。またラットは国内で 1機関に、近交系およびコンジェニック 5 系統 

734 個の 2細胞期胚を供給した。 

妊娠動物の供給を行うために、胚移植したレシピエントメスマウスを、大学 3 系統 42 匹、

企業 2系統 56 匹、ブリーダー1系統 3 匹供給した。トランスジェニックマウス作製時の材料

として、3系統 4,939 個のガラス化保存した前核期受精卵を供給した。マウス ES 細胞からの

個体復元をおこなう材料として、ガラス化保存した 1 系統 433 個の 8細胞期胚と、1系統 958

個の、ガラス化保存したマウス 4倍体 4細胞期を供給した。 

c. 15 遺伝子の Tg マウスの作製と、3遺伝子のキメラマウスの作製をおこない、得られた遺伝

子改変動物の供給をおこなった。 

d.マウスおよびラットの体外受精と、ラット胚の体外培養について検討を継続した。体外受精

では新規体外受精培地を用いてマウスで 11 系統、ラットで３系統の検討を行った。その結果

マウスは 10 系統、ラットは 2系統で良好な結果が得られた。ラット胚の体外培養では継続し

て行っている 2 細胞期胚から胚盤胞期胚への体外培養方法に加えて、8 細胞期胚から胚盤胞

期胚への体外培養の検討を行った。8細胞期胚から胚盤胞期胚への体外培養では、2種類の培

地を用いて試験を行い良好な胚盤胞期胚への発生を確認した。 
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Ⅳ. 教育プログラム 

 
Ａ. 教育活動事業部 

 

AET セミナー「動物実験技術」習得講座 

AET (Animal Experimentation Technologist)セミナーは、高品質の実験動物の作出や維持のみ

ならず、それらの動物を供試して質の高い動物実験を如何に実施するかを中心に、具体的な実務

内容を盛り込んだ「動物実験技術」習得講座である。4 月に開講し、月 1 回の割合で講義 9 回、

実技 2回を行い、年度末には考課試験および動物実験技術基礎課程の認定授与式などを実施した。

カリキュラムの骨子を①適正な実験動物と動物実験、②実験動物の飼育管理と動物実験技術、③

実験動物の品質管理、④動物実験系の開発においての 4 項目とし、講義と実技を交えて実施して

いる。昨年度から引き続き当研究所での開講に加えて、大阪での開講を Web テレビ会議システム

によって行った。今年度は関東 48 名、関西 3名の計 51 名が受講し、その内 43 名が考課試験を受

け、38 名が動物実験技術基礎課程を修了した。 

 

Ｂ. 公的普及活動  

国内活動：日本学術会議の連携会員、ICLAS分科会委員、実験動物分科会委員と通じた公的活動

を行った。日本実験動物学会、日本実験動物技術者協会、日本実験動物協会の役員や委員、理化学

研究所等他研究機関の外部委員として、委員会活動、外部評価委員活動あるいは講義・実習を行っ

た。実験動物関連学協会におけるワークショップやセミナー開催を通して実験動物科学の啓蒙と普

及に努めた。さらに、国内の複数の実験動物関連リソースセンターなどと連携し、品質検査や系統

の凍結保存を分担した。 

国際活動： ICLASの常務理事や理事として活動した。 
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Ⅴ．国際学術活動 
 

1. 日米科学技術協力事業（実験動物科学） 

日米科学協力事業（実験動物科学）は平成 21 年度以降、本事業の当面の間の休止が合意された。

この休止期間中の日本側の対応を話し合う目的で、本プロジェクトの日本側リーダーである野村達

次によって準備委員会が召集され、①事業は継続するが支援金を拠出しないという形態を採用する、

②本準備委員が中心になり、世界の実験動物科学の現況をキャッチアップしていく、③この活動は

日米科学協力事業見直しの時期まで継続することが確認された。 

 

2. International Council for Laboratory Animal Science (ICLAS) 

世界で唯一の実験動物科学に関する国際組織であるICLASに、日本からNational Member、

Scientific MemberあるいはAssociate Memberとして複数の研究機関が参画している。日本からの

役員として、玉置憲一が副会長、鍵山直子（北海道大学）が理事として活動を行なっている。 

 

3. ICLAS モニタリングサブセンター(タイ・韓国) 

タイ：タイのMahidol大学内にあるタイ国立実験動物センター（NLAC）は実中研の支援を受け、

実験動物の生産供給と品質管理活動を行なっている。本年度もNLACとは実験動物の品質管理に不可

欠な資材の供給（感染症検査キット、抗原プレート、抗血清等）等の支援を行った。東南アジアの

拠点として今後も活動支援を継続する方針である。    

韓国：韓国のKorea Research Institute for Bioscience and BiotechnilogyにあるICLASモニタ

リングサブセンターに必要な試薬の提供を行うとともに、センター員の相互訪問を行うとともに、

両機関の今後の関係継続を確認した。  

 

4. Asian Federation of Laboratory Animal Science Organization (AFLAS) 

AFLASはアジア地域各国の実験動物学会組織の連合体であり、2年に１回の大会を持ち回りで開催

し、情報交換の目的で創設された組織である。2009年はペンディングであった3年後の開催地がタ

イに決まった。2010年の第4回AFLAS大会は、11月9日から11日に台湾の台北で開催される予定であ

る。 
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11） 佐々木えりか：「マーモセットの発生工学 ─トランスジェニックマーモセットの作出に向け

て─」第 52 回日本神経化学会大会 シンポジウム（招待講演）．2009 年 6 月 24 日．群馬 

12） 高倉彰：「（財）実験動物中央研究所の紹介と最近話題の感染症とその対策 」麻布大学獣医学

部．2009 年 6 月 30 日．相模原 

13） 高倉彰：「電流検出型 DNA チップの非医療分野での応用例の紹介」BioExpo2009. 2009 年 7 月

2 日．東京 

14） 伊藤守：「ヒト化マウスの開発：基礎から臨床への橋渡し」北海道大学大学院動物実験倫理

特別講義．2009 年 7 月 7 日．札幌 

15） 伊藤豊志雄、高倉彰、石田智子、林元展人、保田昌彦、森田華子：「感染症予防・診断講習

会」（社）日本実験動物協会．2009 年 7 月 10 日～11 日．川崎 

16） 佐々木えりか：「再生医療前臨床研究に向けた遺伝子改変マーモセットの作出」再生医療実現

化プロジェクト．夏のワークショップ．2009 年 7 月 16 日～17 日．熱海 

17） 佐々木えりか：「前臨床にむけた遺伝子改変マーモセットの作出法の確立」実中研平成 21 年
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度学術懇話会特別講演．東海大学校友会館． 2009 年 8 月 6日．東京都 

18） 高倉彰、林元展人、保田昌彦：「微生物クリーニングとモニタリング」日本実験動物技術者協

会．2009 年 9 月 4日～5 日．相模原 

19） 高倉彰：「病気と衛生」(社)日動協高度技術者講習会．2009 年 9 月 16 日．白河 

20） 佐々木えりか：「遺伝子改変マーモセットの作出法の確立」（招待講演）幹細胞治療フォーラ

ム．医科学研究所．2009 年 9 月 17 日．東京都 

21） 佐々木えりか、岡野栄之：「マーモセット iPS 細胞の樹立の現状」日本人類遺伝学会第 54 回

大会．ワークショップ招待講演．グランドプリンスホテル高輪．2009 年 9 月 26 日．東京都 

22） 高倉彰：「感染予防と動物愛護」大鵬薬品工業㈱．2009 年 10 月 2 日．飯能 

23） 高倉彰、林元展人、上迫努：「信頼性に高い微生物モニタリングのためのテクニックと感染事

故への対応」第 43 回日本実験動物技術者協会総会講義．新潟市朱鷺メッセ．2009 年 10 月 9

日．新潟 

24） 疋島啓吾：「q-space から見える組織構造」第 37 回日本磁気共鳴医学会大会．2009 年 10 月 1

日．横浜 

25） 佐々木えりか：「Generation of Transgenic Non-human Primates トランスジェニック霊長

類の作出」文部科学省「再生医療の実現化プロジェクト」ヒト多能性幹細胞の培養・解析の

標準化レクチャーシリーズ第二回．幹細胞生物学と発生工学の最前線．招待講演.理化学研究

所 発生・再生科学総合研究センター．2009 年 11 月 9 日．兵庫 

26） 日置恭司：「ミュータントや遺伝子改変動物作出における実験動物の基盤技術を考える」第 79

回実験動物コンファレンス．2009 年 11 月 21 日．武蔵野 

27） 日置恭司：「筋ジストロフィー関連モデル動物の生産・供給システムの検討」平成 21 年度精

神・神経疾患研究委託費班会議．2009 年 12 月 3～4 日．東京 

28） 佐々木えりか：「遺伝子改変マーモセットの作出法の確立」（招待講演）つくば実験動物研究

会．2009 年 12 月 4 日．茨城県 

29） 佐々木えりか：「In vivo 実験医学における非ヒト霊長類実験動物の役割」（財）神奈川科学技

術アカデミー教育講座「In vivo 実験医学の技術革新とヒトへの応用」．2010 年 1 月 13 日．

神奈川 

30） 高倉彰：「実験動物の感染症統御の目的とその現状」東京都老人研．2010 年 1 月 29 日.東京 

31） 高倉彰：「イムノクロマト法を用いた犬のエキノコックス診断および電流検出型ＤＮＡチッ 

 プを用いた実験動物感染症検査システムの開発」日本獣医臨床病理大会．2010 年 2 月 14 日． 

 東京 

32） 佐々木えりか：「遺伝子改変霊長類の作出」（招待講演）第 6回宮崎サイエンスキャンプ．2010

年 2 月 26 日～28 日．宮崎 

33） 高倉彰：「蛍光マイクロビーズ (MFI) 法によるマウス・ラット感染症の多項目抗体検査」（社）

日動協教育セミナー．2010 年 3 月 6 日．京都 

34） 日置恭司、末水洋志：「東京農業大学動物実験ガイダンス」東京農業大学．2010 年 3 月 8 日． 
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35） 佐々木えりか：「遺伝子改変霊長類の作出と今後の課題」（招待講演）シンポジウム「神経再

生」第 9回日本再生医療学会総会．2010 年 3 月 17 日～19 日．広島 

36） 佐々木えりか：「実験動物としてのマーモセット」（招待講演）第 149 回日本獣医学会学術集

会．2010 年 3 月 26 日～28 日．東京都 

 

25 
 



  
 

Ⅶ ． 学 術 集 会  
 

Ａ．特別セミナー・講演会   

[2009 年 11 月 5 日] 

「糖脂質はアジュバントとして、マラリアや HIV に対するワクチン開発という難題       

-“ゴルジウスの結び目”- を解く鍵となるか？」 

 アーロン・ダイアモンドエイズ研究所、ロックフェラー大学 辻守哉先生 

 [2010 年 1 月 28 日] 2010 年新春セミナー 

 基調講演 (座長：玉置 憲一) 

「脳神経の機序解明から生体の謎にせまる」 

                  ～分子からみた in vivo サイエンス～  

 独立行政法人理化学研究所  御子柴 克彦 先生 

実験動物中央研究所報告 （座長：大西 保行） 

（１）アドバイザリー・コミティの設立について 

 ㈶実験動物中央研究所 学 術 担 当 理 事： 玉置 憲一 

（２）川﨑市殿町地区移転の進捗報告 

  ㈶実験動物中央研究所 専務理事・副所長： 野村 龍太 

 閉  会  

 ㈶実験動物中央研究所 学 術 担 当 理 事: 玉置 憲一 

[2010 年 3 月 24 日] 

「Antibody Engineering for Generation of Human Therapeutics 

       :Past Experience, Current Trend and Future Direction」 

         JN Biosciences    鶴下直哉先生 

 

B．第 3 回 In vivo 実験医学シンポジウム「食品の機能性/安全性への in vivo 実験医

学の応用」 

インビボ実験医学をテーマとしたシリーズ第 3回目となる公開シンポジウムが、実中研、財

団法人日本健康・栄養食品協会（林裕三理事長）、慶応義塾大学 G-COE プログラム「In vivo ヒ

ト代謝システム生物学拠点（末松教授）」の共催のもと、2009 年 12 月 9 日 学士会館（東京）

に開催し、200 名近い参加者を得た。 

 

C．第２回ヒト化マウス国際ワークショップ（International Workshop on Humanized 

Mice ）  

   第 2回国際ワークショップが、平成 21 年年 4月 3～6日の 4日間にかけて、オランダのアムス
テルダムで開催された。第 2回目の本ワークショップは欧州の「ヒト化マウス」研究の先駆者で

あり、かつ本ワークショップの継続を強く要望した Dr. Di Santo（フランス・パスツール研）、

Dr. Manz (スイス・IBL)が中心となって開催された。本ワークショップの事務局は当研究所に置

かれおり、またサイエンティフィックコミティーやアドバイザリーコミティーのメンバーとして、

本ワークショップの開催に協力した。ヒト化マウスは世界的にも注目を集めていることから、今
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回欧米研究者を中心として、約 200 名の参加者があった。日本からも８名が参加した。4日間を

通じて、ヒト化マウスの現状や改良、そして様々なヒト疾患への応用に関して、熱意ある議論が

交わされた。当研究所から本ワークショップへ発表された２演題が「Nature Immunology Prize」

と「Young Investigator Award」を獲得した。また、本ワークショップの話題は Natute Immunology

の 10 月号に、オーガナーザーである Manz 博士と Di Santo 博士によって「Renaissance for mouse 

models of human hematopoiesis and immunobiology」として大きく取りあげられた。 

 

D．所内研究発表会  

[2009 年 6 月 11 日] （実験動物研究部） 

伊藤亮治： ヒト Delta-like 1トランスジェニック NOGマウスに発症する骨硬化はヒト造
血系の再構築を抑制する 

片野いくみ：免疫不全マウス 4系統でのヒト造血幹細胞移入後の生着および分化能の比

較 

[2009 年 8 月 26 日] （バイオメディカル研究部・病理病態研究部） 

末水洋志：uPA-NOG マウスを用いたヒト肝臓モデルの作製と生産体制の確立 

[2009 年 10 月 7 日] （試験サービス事業部・マーモセット研究部） 

井上貴史、植野昌未、保田昌彦、野津量子：コモンマーモセットの下痢症について 

[2009 年 12 月 3 日] （動物資源管理部） 

江藤智生：実中研内におけるマウス・ラットの胚と配偶子を用いた系統保存の現状 

上迫努：ラット生殖工学技術の現状 

[2009 年 12 月 17 日] （実験動物研究部） 

伊田幸：阻害剤を用いた NOG マウス及び WIAR ラット ES 細胞株の樹立 

伊藤亮治：TNF-gamma producing killedendritic cells(IKDC)は移入ヒト細胞の生着抑

制能を持つ 

[2010 年 1 月 21 日] （バイオメディカル研究部・病理病態研究部） 

水島友子： 腫瘍モデルマウスを用いたがん細胞の低酸素ストレス応答の分子病理学的解

析 

疋島啓吾： マーモセット発達アトラスのための MR マイクロスコピックイメージングの

開発 

[2010 年 2 月 18 日] （試験サービス事業部） 

浦野浩司： rasH2 マウスにおける発がん感受性モニタリング簡略化の試み 

富沢政史： 実中研保有の凍結保存免疫不全マウス継代ヒト腫瘍株についての紹介 

[2010 年 3 月 3 日] （マーモセット研究部） 

前田拓志： パーキンソンもモデルトランスジェニックマーモセット作出の試み 

高橋司：コモンマーモセット卵母細胞の体外成熟培養の検討 

 

E．所内教育研修セミナー 

・2009年4月25日～2010年3月13日：動物実験技術習得講座(教育活動担当部) 

・2009年5月18日：放射線作業従事者教育訓練(放射線委員会) 

・2009年6月17日～2010年3月26日：出荷教育訓練（動物資源管理部） 

・2009年6月24日：第1回救急救命講習会(健康管理委員会、防火委員会) 
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・2009年7月10日～2009年7月11日：日本実験動物協会モニタリング技術研修会(ICLASモ 

ニタリングセンター) 

・2009年7月30日：第2回救急救命講習会(健康管理委員会、防火委員会) 

・2009年9月4日：第3回救急救命講習会(健康管理委員会、防火委員会) 

・2010年 3月 5日：遺伝子組換え動物の取扱いに関する教育訓練「遺伝子組換え生物の 

使用等の規制による生物の多様性の確保に関する法律（カルタヘナ法）」－2004年2月19日施

行－の主旨とその適用範囲を業務担当者及び関係者に説明（遺伝子組換え実験安全委員会） 

・2010年 3月 5日：動物の愛護及び管理に関する教育訓練「動物の愛護及び管理に関する法律」

－動愛法 2006月6月施行－に基づく「研究機関等における動物実験等の実施に関する基本指針」

－2006年 6月告示－の主旨とその適用範囲を業務担当者及び関係者に説明(動物実験委員会) 

・2010年3月26日：動物飼育および動物実験に関する教育訓練（動物資源管理部） 
 

F．ＡＥＴセミナー「動物実験技術」習得講座 

[2009 年 4 月 25 日]  

・高垣善男：動物実験のための科学と技術の教育 

・斉藤宗雄：適正な実験動物/実験動物の開発改良 

[2009 年 5 月 2 3 日] 

 ・伊藤豊志雄：動物実験の飼育管理に係る法律 

 ・末水洋志：遺伝子組換え動物の取り扱いに係る法律 

[2009 年 6 月 20 日] 

 ・伊藤豊志雄：なぜ動物実験が成立するのか/実験動物の一般生理 

 ・日置恭司：育種と繁殖 

[2009 年 7 月 25 日]  

 ・日置恭司：実験動物(マウス・ラット)の特性と飼育器材/飼料の与え方 

・堤 秀樹：実験動物(イヌ・ネコ・ブタ・サルその他)の特性と飼育器材 

[2009 年 8 月 22 日] 

・平田 裕：実験動物(マウス・ラット)の飼育管理 

・日置恭司：無菌動物(マウス・ラット)の飼育管理 

・今井都泰：実験動物の飼育装置および設備の管理 

[2009 年 9 月 19 日] 

 ・浦野浩司、町田一彦：実験動物と動物実験/動物実験の基本操作(講義) 

[2009 年 10 月 17 日] 

 ・浦野浩司、町田一彦：動物実験の基本操作「実技-1」 

[2009 年 11 月 14 日] 

 ・浦野浩司、町田一彦：動物実験の基本操作「実技-2」 

[2009 年 12 月 12 日] 

  ・伊藤豊志雄：異常動物への対応/実験小動物の感染症コントロール 

               ・上迫 努：感染症マウスの微生物的清浄化(微生物クリーニング) 

[2010 年 1 月 16 日] 

・高倉 彰：微生物モニタリング/遺伝モニタリングの実際 
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 [2010 年 2 月 14 日] 

  ・伊藤 守：遺伝子操作動物作製の基礎と歴史 

 ・江藤智生：生殖工学・発生工学「その周辺技術」 

 ・末水洋志：ヒト疾患モデル動物 

[2010 年 3 月 13 日] 

・野村達次：動物実験の目指すところ 

 

G. ICLASモニタリングセンター運営検討委員会 

以下のの日時に開催した。 

日時：平成 22 年 3 月 5日 14：30～ 場所：学士会館 

推 進 委 員 ：高垣善男先生、森脇和郎先生 

運営検討委員： (社)日本実験動物学会     杉山文博先生、 関田清司先生 

 (社）日本実験動物協会     高木博義先生、 日栁政彦先生 

日本実験動物協同組合      團迫 勉先生、 矢澤肇先生 

国立大学法人動物実験施設協議会  横山峯介先生、 大野民生先生 

日本実験動物技術者協会      小木曽昇先生 

日本製薬工業会          佐神文郎先生 

センター員：伊藤以下 14 名 
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1. 役員に関する事項    

理 事 長     野 村 達 次    研究所所長、医学博士    

専務理事     野 村 龍 太    研究所副所長 

理  事    玉 置 憲 一    東海大学医学部名誉教授、医学博士 

〃       西 村 俊 彦    スタンフォード大学準教授、医学博士 

〃        小 坂 樹 徳     東京大学名誉教授、医学博士 

〃        名 本 公 洲    元㈱大蔵省代表日本銀行政策委員、弁護士 

 

監  事    野 村 生 次    株式会社野村事務所代表取締役社長 

〃       大 澤 敏 男    元川崎北税務署長、税理士 

 

 評 議 員     永 田  宏    元三井物産株式会社副社長 

〃      齊 藤 宗 雄    研究所参与、日本クレア㈱取締役 

   〃          菅 谷 英 一    愛英堂診療所所長、医学博士 

〃       山 本  慧    北里大学客員教授、医学博士 

〃       上 山 義 人    元東海大学医学部教授、医学博士 

〃       北 村  昭    日本クレア㈱監査役 

〃       高 垣 善 男    元中外製薬㈱取締役 

〃       伊 藤 豊 志 雄   研究所研究部門長、獣医学博士 

 

学術顧問 合 田  朗     北里大学名誉教授、医学博士 

〃 林  裕 造  元国立衛生試験場安全性評価センター長、医学博士  

〃 石 成 公 成    Prof. The Johns Hopkins University.(retired) 

〃 L.G.Goodwin M.D.,Director of Science, the Zoological Society, England 

  
2. 役員会に関する事項 

 評議員会・理事会 

平成 21 年 6 月 23 日に本館 3 階会議室において平成 21 年度前期定例評議員会が開催された。以

下の議案が討議され承認された。 

第 1号議案：平成 20 年度事業報告書（案）の承認に関する件 

第 2号議案：平成 20 年度決算報告書（案）の承認に関する件 

第 3号議案：理事・監事全員の任期満了に伴う選任・承認に関する件  

第 4 号議案：特定公益増進法人等であることの承認申請書（更新）提出承認に関する件 

 第 5 号議案：その他 

1. 神奈川口殿町 3 丁目地区の移転検討ならびに慶應義塾大学医学部先端医療開発

特区プロジェクトおよび川崎市とのライフサイエンス分野の研究開発を実施す

るための中核施設の設置検討の承認に関する件 

       2. 名称を含む常勤役員会の規程の改定承認に関する件 

       3. 新公益 3法に基づく公益財団法人の移行申請を行うことの承認に関する件 

      4. 基盤技術研究センター設立に関する件 
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      5. 所内権限規定の改訂に関する件 

      6. ジャクソン研究所への提訴の件 

平成 21 年 6 月 23 日に本館 3 階会議室において第 94 回定例理事会が開催された。以下の議案が

討議され承認された。 

第 1号議案：平成 20 年度事業報告書（案）の承認に関する件 

第 2号議案：平成 20 年度決算報告書（案）の承認に関する件 

第 3号議案：理事・監事全員の任期満了に伴う選任・承認に関する件  

第 4 号議案：特定公益増進法人等であることの承認申請書（更新）提出承認に関する件 

 第 5 号議案：その他 

1. 神奈川口殿町 3 丁目地区の移転検討ならびに慶應義塾大学医学部先端医療開発

特区プロジェクトおよび川崎市とのライフサイエンス分野の研究開発を実施す

るための中核施設の設置検討の承認に関する件 

       2. 名称を含む常勤役員会の規程の改定承認に関する件 

       3. 新公益 3法に基づく公益財団法人の移行申請を行うことの承認に関する件 

      4. 基盤技術研究センター設立に関する件 

      5. 所内権限規定の改訂に関する件 

      6. ジャクソン研究所への提訴の件 

 

平成21年 12月 24日、持回り会議 臨時理事会が開催された。以下の議案が討議され承認された。 

第 1号議案：公益財団法人移行に伴う最初の評議員選任方法（案）承認の件 

第 2号議案：公益財団法人移行に伴う評議員選定委員会委員の選任の件 

第 3号議案：神奈川口移転プロジェクト推進の件 

 

平成 22 年 1 月 29 日、持回り会議 臨時理事会が開催された。以下の議案が討議され承認された。 

第 1号議案：公益財団法人移行に伴う評議員選定委員会への最初の評議員候補者推薦に関する件 

第 2号議案：公益財団法人移行に伴う代表理事の新定款付則への掲名の件 

 

平成 22 年 2 月 4日、本館 3館会議室において最初の評議員選任委員会が開催された。以下の議案

が討議され承認された。 

第 1号議案：公益財団法人移行に伴う最初の評議会選任に関する件 

 

平成 22 年 3 月 23 日、本館 3館会議室において平成 21 年度後期定例評議会が開催された。以下の

議案が討議され承認された。 

第 1号議案：平成 22 年度事業計画書（案）の承認に関する件 

第 2号議案：平成 22 年度収支予算書（案）の承認に関する件 

第 3号議案：平成 21 年度変更収支予算書（案）の承認に関する件 

第 4号議案：その他（報告事項） 

      1.神奈川口移転プロジェクトに関する件 

      2.NOG マウス訴訟に関する件 

      3.公益財団法人移行申請に関する件 
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平成 22 年 3 月 23 日、本館 3階会議室において第 95 回定例理事会が開催された。以下の議案が討

議され承認された。 

第 1号議案：平成 22 年度事業計画書（案）の承認に関する件 

第 2号議案：平成 22 年度収支予算書（案）の承認に関する件 

第 3号議案：平成 21 年度変更収支予算書（案）の承認に関する件 

第 4号議案：その他（報告事項） 

      1.神奈川口移転プロジェクトに関する件 

      2.NOG マウス訴訟に関する件 

      3.公益財団法人移行申請に関する件 

 

3. 委員会活動 

機関内審査委員会として、下記の 6委員会が活動した。 

1）遺伝子組換え実験安全委員会 

2）動物実験委員会 

3）放射線管理委員会 

4）科学研究費補助金内部監査委員 

5）研究倫理委員会 

6）生命倫理委員会 

その他機関内委員会として、消防委員会、健康管理委員会、所内ネットワーク委員会、コンプラ

イアンス委員会ならびにアドバイザリー委員会が設置され、活動した。    

 

4. 見学・来所（国内・海外からの来訪者） 

a. 国内 

1） 2009 年 6 月 11 日 宮城県立がんセンター研究所の田中伸幸氏、佐藤和章氏が来所、実験動物
研究部を見学。 

2） 2009 年 6 月 19 日 日本クレア株式会社の八田耕志氏が来所、マーモセット研究部ならびにバ
イオメディカル研究部を見学。 

3） 2009 年 8 月 4日 工学院大学付属高等学校の齋藤貴子氏ほか 8名が来所、動物資源管理部を
見学。 

4） 2009 年 8 月 27 日 帝京大学医療技術学部臨床検査学科の中澤由貴氏が来所、動物資源管理部
生殖工学事業室を見学。 

5） 2009 年 8 月 28 日 藤田保健衛生大学医療学部の常冨千晶氏が来所、画像解析研究室を見学。 
6） 2009 年 9 月 15 日 群馬大学医学部神経生理学の平井宏和様、大上美穂様が来所、マーモセッ

ト研究部を見学。 

7） 2009 年 10 月 14 日 日本医科大学実験動物管理室の寺田節様が来所、バイオメディカル研究
部を見学。 

8） 2009 年 10 月 23 日 藤田保健衛生大学医療科学部の常冨千晶様が来所、画像解析研究室を見
学。 

b. 海外からの来訪者 
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  なし 

 

5. 留学（長期研修） 

a. 国内留学（研修） 

  なし 

b. 国内留学（研修）受け入れ 

1） 加藤レディースクリニックの河野康二郎氏は、2008 年 12 月 15 日～2009 年 7 月 6 日まで、マ
ーモセット研究部にて研修。 

2） 株式会社ジェー・エー・シーの齋藤咲絵氏は、2009 年 5 月 7 日～2009 年 12 月 24 日まで、実
験動物研究部にて研修。 

3） 株式会社ジェー・エー・シーの山崎未来氏は、2009 年 9 月 10 日～2010 年 3 月 31 日まで、マ
ーモセット研究部にて研修。 

4） 株式会社ジェー・エー・シーの平津恵美氏は、2009 年 9 月 28 日～ICLAS モニタリングセンタ
ーにて研修。 

5） 帝京平成大学ヒューマンケア学部はり灸学科の黒井俊哉氏は、2009 年 11 月 5 日～2010 年 3 月
31 日まで、基盤技術研究センターにて研修。 

6） 藤田保健衛生大学医療科学部放射線学科の常冨千晶氏は、2009 年 11 月 24 日～2010 年 3 月 31
日まで、病理病態研究部画像解析研究室にて研修。 

c. 海外留学（研修） 

  なし 

d. 海外からの留学（研修）受け入れ 

  なし 

 

6. 認可・許可・承認に関する事項 

 平成 21 年 11 月 20 日付 21 受文科振第 418 号、特定公益増進法人であることの証明 

（文部科学大臣 川端達夫） 
 

7. 学位取得 

      なし  

 

8. 契約に関する事項 

 なし 

 

9. 寄附金に関する事項 

・維持会員会費のうち、特定公益増進法人に対する寄付金として受領したもの 

             6 件  10,000 千円     

・日本クレア株式会社 
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                           25,000 千円      

 

10. 主務官庁の指示に関する事項 

    特になし 

 

11. 特許権に関する事項 

米国 Jackson 研究所とのＮＯＧマウス訴訟は現在も継続している。早急な解決に向けた努力を

している。 

12. 叙勲・受賞に関する事項  

・ 平成21年4月3日～6日、伊藤亮治研究員は、第二回ヒト化マウス国際シンポジウムにおいて、High 

sensitivity to xeno-GVHD in severely immunodeficient NOG mice attributable to dysfunction 

of dendritic cells の発表に対し、Nature Immunology Prize を受賞した。 

・ 平成21年4月3日～6日、片野いくみ研究員は、第二回ヒト化マウス国際シンポジウムにおいて、 

 A novel severe immunodeficient NOG mice with the c-kit, Wv mutation showing high 

engraftment of human cells without irradiation の発表に対し、Young Investigator Travel 

Award を受賞した。 

・ 平成 21 年 5 月 4 日に、川井健司研究員は、第 98 回日本病理学会総会において、第一回サクラ

病理技術賞を受賞した。 

・ 平成 21 年 5 月 14～16 日に、林元展人研究員は、第 56 回日本実験動物学会総会において、

Pasteurella pneumotropica および Bordetella hinzii の実験動物に対する病原性とその検査方

法に関する研究に対し、日本実験動物学会奨励賞を受賞した。 

・ 平成 21 年 5 月 14 日～16 日、末水洋志研究員は、第 56 回日本実験動物学会総会において、NOG 

 マウスを用いたヒト肝臓モデルの確立の研究発表に対し、日本実験動物学会優秀賞を受賞した。 

・ 平成 21 年 10 月 9 日～10 日、日置恭司研究員は、第 43 回日本実験動物技術者協会総会において

技術功労賞を受賞した。 

 

 

13. 職員数 

 

    男 女 計 

役 員 15 0 15 

研究職 36 15 51 

事務職 12 6 18 

その他 0 1 1 

計 63 22 85 

 

 

 

35 
 



  
 

 常 勤 非常勤 計 

役 員 4 11 15 

研究職 35 16 51 

事務職 17 1 18 

その他 0 1 1 

計 56 29 85 

 

 

 

14. その他 

・外部評価委員会（アドバイザリー・コミティー） 

研究所は、所長の諮問に応じ公益・学術分野を含む研究所諸活動に対する助言を得るため、

学識経験者から構成される委員を任命し、財団法人実験動物中央研究所外部評価委員会、通称

アドバイザリー・コミテイーを設置した。 

平成 21 年 11 月 24 日（火）12 時～14 時、国際文化会館（東京都港区六本木 5 -11-16）にお

いて第 1 回アドバイザリー・コミティーが開催され、趣旨説明、委員及び委員長の選任並びに

本委員会及び委員会規約案が承認された。選任された外部評価委員は以下の通りである。 

 

 相澤 慎一 （独立行政法人理化学研究所 発生・再生科学総合研究センター  

  ボディプラン研究グループ グループディレクター） 

 金澤 一郎 （日本学術会議会長、科学技術総合会議委員） 

 中西 重忠 （財団法人大阪バイオサイエンス研究所 副理事長・所長） 

 垣生 園子 （順天堂大学医学部免疫学講座 客員教授） 

 林  裕造 （財団法人日本健康栄養食品協会 理事長） 

 半田  宏 （東京工業大学大学院生命理工学研究科 教授） 

 御子柴克彦 （独立行政法人理化学研究所 脳科学総合研究センター  

発生神経生物研究チーム シニアチームリーダー） 

 山本 直樹 （国立感染症研究所 エイズセンター センター長） 

なお、委員長には垣生園子先生が選任された。 

 

15. 神奈川口移転新施設建設プロジェクト 

平成 22 年度中に川崎市川崎区殿町 3 丁目 25 番に新研究施設（仮称）再生医療・新薬開発共

同研究センターの建築竣工の予定である。平成 23 年度第一四半期を皮切りに現在の川崎市宮前

区野川での事業を順次新施設で実施することを計画している。川崎市の進める環境ライフサイ

エンス研究開発拠点での新施設建設に対し、川崎市や経済産業省の全面的支援を受ける。脊髄

損傷や脳梗塞など中枢神経系の再生医療実現のための研究を慶應義塾大学医学部と組むほか、

他の大学、製薬会社、研究機関、ベンチャー企業等に共同利用施設の利用を可能とする。一部

日本宝くじ協会の助成金を受ける施設の 1階を中心に（仮称）多摩川サイエンスプラザと呼ぶ。 
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建築の概要・所 在 地  川崎市川崎区殿町 3丁目 25 番 

・敷地面積  6,000．01 ㎡  

・建築面積  約 2,750 ㎡ 

・延べ面積  約 11,500 ㎡ 

・構造階数  鉄骨造、4階建て一部 5階建 

 

 

 

経緯： 

・平成 20 年 08 月 28 日：慶應義塾大学医学部岡野栄之教授「幹細胞医学のための教育研究拠 

 点」（先端医療開発スーパー特区）が文部科学省グローバルＣＯＥプログラムに採択 

・平成 20 年 12 月 24 日：川崎市、独立行政法人都市再生機構（ＵＲ）、ヨドバシカメラの 3 

 者が川崎市川崎区殿町 3丁目の土地 22.8 ヘクタールを神奈川口構想推進の先行整備区域 

 に指定 

・平成 21 年 4 月 23 日：川崎市神奈川口での先端医療開発スーパー特区プロジェクト推進に 

  あたり、川崎市/阿部孝夫市長、財団法人実験動物中央研究所/野村達次理事長・所長、慶 

  應義塾大学医学部/岡野栄之教授が「先端的な医療開発の取組について」の基本合意に達

 し共同記者会見 

・平成 21 年 06 月 23 日：財団法人実験動物中央研究所 第 94 回定例理事会において、川崎 

市神奈川口に新施設を建設し移転検討の方針を承認 

・平成 21 年 08 月 10 日： 経済産業省平成 21 年度産業技術研究開発施設整備費補助金交付 

決定 

・平成 21 年 12 月 14 日：臨時理事会開催、「神奈川口移転プロジェクト新施設建設推進」を

承認 

・平成 22 年 02 月 15 日：川崎市議会総務委員会にて殿町 3丁目地区中核施設整備の進捗状 

況が報告される。第１段階整備（実中研と慶應義塾大学の再生医療・新薬開発共同利用セ

ンター）に続く第 2段階整備（仮称）産学公民連携研究センター計画発表  

・平成 22 年 03 月 08 日：経済産業省先端イノベーション拠点平成 21 年度補助金の変更（平

成 22 年度への繰越等）承認 
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（財）実験動物中央研究所維持会員制度 
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定例会議ならびに学術懇話会 
 

8 月 6 日（木）、東京霞が関の東海大学校友会館において（財）実験動物中央研究所維持会員第

28 回定例会議ならびに学術懇話会が開催された。維持会員 16 社 30 名、実中研役員ら 14 名が出席

した。 

 

 

プ ロ グ ラ ム  

 

第 27 回定例会議 

 挨拶          理 事 長   野村 達次 

 研究概要報告      学術担当理事   玉置 憲一 

 事業概要報告      専 務 理 事   野村 龍太 

 収支報告        総務経理部   齋藤 宗雄 

 

学術懇話会 

【特別講演】 

     「iPS 細胞の可能性と課題」  

          山中 伸弥 先生（京都大学 物質-細胞統合システム拠点・ 

            iPS 細胞研究センター センター長 再生医科学研究所 教授） 

 

【報告講演】 

     「前臨床研究にむけた遺伝子改変マーモセットの作出法の確立」 

          佐々木 えりか（マーモセット研究部） 

 

【話題提供】 

     「NOG マウスを用いたヒト肝臓モデルの確立」 

         末水 洋志（バイオメディカル研究部） 

     「第２回ヒト化マウス国際ワークショップ（アムステルダム）報告」 

         伊藤 守（実験動物研究部） 

 

 

 

＝ 懇 話 会 （午後 6時～朝日の間）＝ 
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維持会員に関する業務 
 

 1. ヒト悪性腫瘍分与：             4 社   013 件 

 

2. 教育研修、見学 ：            2社   002件 
 

3. 微生物モニタリング・疾病診断：  21社   468件 
 
 

 平成 20 年度 微生物モニタリング・疾病診断検査内訳 

動 物 種 動物数 血清数 その他 合 計 

マウス 1,206 514 110 1,833 

ラット 314 261 0 575 

ハムスター類 0 1 0 1 

モルモット 28 20 0 48 

ウサギ 6 21 0 27 

その他 0 0 415 415 

培養細胞等 － － 480 480 

合 計 1,554 817 1,008 3,379 

 
 
 

4．遺伝的モニタリング・遺伝検査： 02社    006件 
 

 平成 20年度 遺伝モニタリング・遺伝検査内訳 

検査項目 依頼件数 検体数 

遺伝モニタリング 2 10 

染色体数検査 4 17 

遺伝子マッピング 0 0 

スピードコンジェニック 0 0 

合  計 6 27 
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財団法人  実験動物中央研究所維持会員規約 

 
第一条 （目 的） 

財団法人実験動物中央研究所（以下、実中研という）は、その事業すなわち、実験動物の開

発・改良、動物実験の質的向上、標準化と合理化ならびに臨床医学の発展および新薬の開発

に直接結びつくモデル動物の開発等に対する財政的援助を受けることを目的として、実験動物

中央研究所維持会員（以下、維持会員という）の制度を設ける。 

 

第二条 （維持会員の資格） 

１． 第一条の目的に賛同した法人で、所定の入会手続きを経て実中研理事会の承認を得たものを維

持会員とする。 

２． 維持会員は年会費を実中研に納入しなければならない。 

年会費は１口 100 万円、１口以上とする。 

３． 退会しようとするときは、その旨を実中研理事会に届け出なければならない。 

 

第三条 （維持会員の特典）  

維持会員は、実中研から次に定める利益を優先的に享受することができる。 

イ． 実験動物ならび動物実験に関する情報提供 

ロ． 実験動物の飼育管理、動物実験手技などに関するアドバイス 

ハ． 実験動物の遺伝学的、微生物学的品質モニタリングの実施ならびに関連事項についての情報提供 

ニ． 特殊実験動物の分与 

ホ． ヒト悪性腫瘍株の分与 

ヘ． 飼育技術ならびに動物実験手技についての研修 

ト． 研究開発プロジェクトへの共同研究加入 

チ． 定期的研究報告会への参加 

 

第四条 （顧問の嘱託） 

１． 実中研は、維持会員制の適正な運営を図るため、寄付行為第 25 条に基づき、顧問をおく。 

２． 実中研理事会は、維持会員制に関する重要事項については顧問に諮り、その意見を尊重しなけ

ればならない。 

 

第五条 （維持会の組織） 

１． 維持会員は維持会を組織し、毎年 1回、定例会議を開催するものとする。 

２． 定例会議は、臨時会議とともに実中研理事長が召集し、議長はその都度、会員の互選で選出する。 

３． 会議は維持会員制に関する事項を審議し、その意見を実中研理事会に具申することができる。

実中研の理事及び第 4条に定める顧問は、会議に出席して意見を述べることができる。 

４． 実中研理事会は、維持会員制の運営状況、実中研の研究成果、研究結果に関する報告文書を

作成し、定例会議に提出して説明しなければならない。 
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